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1．は　じ　め　に

　2020年度の小学校を皮切りに，中学校，高等学校と順次，新学習指導要領に基づいた教育が

実施となった。小学校での新学習指導要領全面実施となった2020年度，同年度の2021年 1 月26

日，中央教育審議会（2021a）は，『「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供た

ちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）』を示した。
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Abstract

This paper reports on a teacher's practice and discusses promoting students' motivation for "indi-
vidualized optimal learning" in English grammar, with the aim of developing autonomous learners as 
practitioners of lifelong learning.  Specifically, the teacher's practices include: (1) using movies as 
class materials, (2) providing quizzes and immediate feedback of their results using Google Class-
room, (3) assigning reaction papers in which students freely write about their own learning and ques-
tions, (4) giving feedback with comments on each person's reaction paper, and (5) sharing highly rated 
reaction papers with the entire class.  The results of the reaction and reflection papers suggest that 
these practices may have had an effect or contributed to the promotion of students' motivation toward 
"individualized optimal learning."
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　その要点を溝上（2021）は，「新型コロナウイルスの感染拡大により露呈した，とくに

Society5.0に向けての ICT活用をいっそう充実させるため，そして，これまで課題となってい

て十分に取り組めていない問題（子供たちの多様化，教師の長時間勤務による疲弊，少子高齢

化・人口減少等）を整理し併せて解決を図るため，新学習指導要領を着実に実施しつつ，2020

年代を通じて『令和の日本型学校教育』を実現する」と整理した。同答申（2021a）では，2020

年代を通じて実現すべき「令和の日本型学校教育」の姿の中で，「自立」，「協働」，「創造」の 3

つの方向性を実現させるための生涯学習社会の構築を目指すという理念を踏まえ，諸問題に取

り組むことの必要性を説き，その取組を通じて，児童生徒一人一人が，自分のよさや可能性を

認識するとともに，あらゆる他者を価値のある存在として尊重し，多様な人々と協働しながら

様々な社会的変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，持続可能な社会の創り手となることが

できるよう，その資質・能力の育成を求めている。

　溝上（2021）は，「令和の日本型学校教育」の中核概念は「個別最適な学び」であるとしてい

る。これは，「個に応じた指導」を学習者の視点から整理した用語とされ，これまで通りの単な

る「個に応じた指導」ではなく，現代課題としての GIGAスクール構想（2020年 4 月に始動し

た，児童生徒向けの 1人 1台端末と，高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備すること）

を踏まえた ICT活用を加え，学習指導要領で「主体的・対話的で深い学び」の実施を求めてい

るので，それに加えての「個別最適な学び」であると釘も刺しているとしている。「個別最適な

学び」は日本の学校教育が長年取り組んできた「個に応じた指導」にも対応するものであり，

それ自体は決して新しい学びの提起ではないと説明される。そして，個別最適な学びが孤立し

た学びに陥らないよう「協働的な学び」が加えられ，連動すべきものとされる。

　この「個別最適な学び」に関して，中央教育審議会の答申【概要】のスライド 2（2021b）に

示された内容を，溝上（2021）は，以下のように整理している。

「個別最適な学び」

○「個に応じた指導」（指導の個別化と学習の個性化）を学習者の視点から整理した概念。

○新学習指導要領では，「個に応じた指導」を一層重視し，指導方法や指導体制の工夫改善

により，「個に応じた指導」の充実を図るとともに，コンピュータや情報通信ネットワーク

などの情報手段を活用するために必要な環境を整えることが示されており，これらを適切

に活用した学習活動の充実を図ることが必要。

○GIGAスクール構想の実現による新たな ICT環境の活用，少人数によるきめ細かな指

導体制の整備を進め，「個に応じた指導」を充実していくことが重要。

○その際，「主体的・対話的で深い学び」を実現し，学びの動機付けや幅広い資質・能力の
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育成に向けた効果的な取組を展開し，個々の家庭の経済事情等に左右されることなく，子

供たちに必要な力を育む。

（『令和の日本型学校教育答申』，【概要】スライド 2）

　中央教育審議会（2021a）の答申で「令和の日本型学校教育」において目指す子供の学びの姿

として示されている内容を通して，「指導の個別化」と「学習の個別化」の詳細を理解すること

ができる。

　「指導の個別化」は，全ての子供に基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させ，思考力・

判断力・表現力等や，自ら学習を調整しながら粘り強く学習に取り組む態度等を育成するため

には，教師が支援の必要な子供により重点的な指導を行うことなどで効果的な指導を実現する

ことや，子供一人一人の特性や学習進度，学習到達度等に応じ，指導方法・教材や学習時間等

の柔軟な提供・設定を行うことなどであるとされている。

　また，「学習の個別化」は，基礎的・基本的な知識・技能等や，言語能力，情報活用能力，問

題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力等を土台として，幼児期からの様々な場を

通じての体験活動から得た子供の興味・関心・キャリア形成の方向性等に応じ，探究において

課題の設定，情報の収集，整理・分析，まとめ・表現を行う等，教師が子供一人一人に応じた

学習活動や学習課題に取り組む機会を提供することで，子供自身が，学習が最適となるよう調

整することであるとされている。

　前述の通り，これらの「指導の個別化」と「学習の個性化」を教師視点から整理した概念が

「個に応じた指導」であり，この「個に応じた指導」を学習者視点から整理した概念が「個別最

適な学び」である。授業の中で「個別最適な学び」の成果を「協働的な学び」に生かし，さら

にその成果を「個別最適な学び」に還元するなど，「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一

体的に充実し，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善につなげていくことの必

要性もあわせて示されており，本研究で扱う「個別最適な学び」の成果が，授業での「協働的

な学び」の創出に活かされることも期待した。

　さらに，文部科学省初等中等教育局教育課程課（2021）による「学習指導要領の趣旨の実現

に向けた個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に関する参考資料（令和 3年 3月版）」

においても，ICT機器を活用した，「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実につ

いて，詳述されている。これらの学びがより良い形で連携すれば，「主体的・対話的な深い学

び」の創出にも相乗的な効果が発揮される。例えば，個別具体的な学びで知識や技能を習得し，

リサーチ学習等で思考の深化を行うといった「個別最適な学び」での成果を活用し，他者との

ディスカッション，協働的な課題解決活動，プレゼンテーションや対話型リフレクションといっ
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た「協働的な学び」を生み出す過程を反復的に往還することなどが考えられる。自身が持つ知

識や創り出す考えをインプットしながら，他者にその考えを発信することでアウトプットを行

い，インプットとアウトプットの学びを反復することで，新たな学びや気づきを獲得するとい

うサイクルが生じ，より深い学びへと誘うことになる。

　本研究では，これらの背景や考え方を参照し，教師の視点としての「個に応じた指導」の提

供が学習（修）者である学生の視点としての「個別最適な学び」の創出にどのように貢献した

かに焦点化したい。その前提に立ち，学生が学びを生涯にわたって自ら創り出す主体，すなわ

ち主体的に生涯学習を創出し，継続的に実践する自律的な学習（修）者となることを期待すべ

く，学生の視点に焦点を当て，その視点での学びを検討することから「個別最適な学び」の表

現を用いることとする。

2．問 題 と 目 的

　筆者は，授業デザインの方針として，学習者の「実態とニーズ」を把握し，できる限りそこ

に寄り添うことを心がけている。そのため，初めて担当する学生への実態調査を実施している。

本研究においても受講学生に質問紙での実態調査を実施した。研究対象となる授業は，「英文法

Ⅱ」で受講者の大半は英語を主専攻とする 1年生，一部 2年生以上の再履修者および他コース・

他学科（すべてを英語で行うコースや児童教育の学科）の学生となっている。

　質問紙調査によると，その受講学生のおよそ半数が，英語を「少し苦手」「とても苦手」と回

答した（図 1）。しかし，好きか嫌いかを尋ねるとそ

の度合いに差はあるにせよ，70％程度が「好き」と

回答した（図 2）。英文法学習への印象としては，楽

しさを感じる学生が40％程度，苦痛を感じる学生が

30％程度となっている（図3）。また，英語の映画視

聴に関しては，「よく観る」「たまに観る」が 6割ほ

どで，その 7割が英語音声・日本語字幕，英語音声

のみは 0という結果が得られた（図 4）。

　筆者はこのような実態をとらえ，英語への苦手意識を持っている学生が多い中で，個人の意

識を少しでも変え，英語学習を好意的に捉え，取り組む方向へと「動機づけ」を促進する手立

てはないかと考えた。その課題を解決すべく，英文法の授業における課題の工夫を構想し，実

践することにした。「動機づけ」は外国語学習との親和性が高く，白井（2012）は，「どういう

タスクだったら動機づけは高まるのか，そういった，学習活動に関連したものも見ていかなけ

図 1　英語の得意・不得意の状況
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ればならないだろう」という task motivationについて述べている。本研究においては，そのよ

うな動機づけを高めるタスクの実践と研究成果を報告する。

3．授 業 の 概 要

（1）授業の構成

　第 1回：ガイダンス

　第 2回～第13回：映画を活用した授業

　　※題材は『TITANIC』，テキストは角山・Simon（2016）を使用

　第14回：期末試験

　第15回：映画通し視聴と最終リフレクションペーパー課題（質問紙調査・自由記述）

（2）第 2回～第13回の授業の流れ

　①ミニテスト（前時に扱った重点文法事項に関する内容・テキスト付録の例文集より出題）

　②本時の視聴場面に関する Vocabulary，Expressions， Listen Upの各パートの解説

　③ 1回目の視聴後に場面の内容確認の TF問題・答え合わせ

　④本時の視聴場面から一部抽出された部分の Dictation問題・答え合わせ

図 2　英語の好き・嫌いの状況 図 3　英文法学習への印象

図 4　英語の映画の視聴頻度・音声字幕状況
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　⑤ 2回の視聴後，本時の場面の Summary問題・答え合わせ

　⑥本時の重点 Grammarの解説・問題演習・答え合わせ

　⑦本時の場面に関するグループでの Discussion

　　（時間によっては，自身の考えをリフレクションペーパーに記述し，提出することもある。）

　⑧授業後，復習とリフレクションペーパー課題提出

（3）「個別最適な学び」への動機づけ促進のためのポイント

　「個別最適な学び」への動機づけ促進のための 5つのポイントについて概説する。

①教材として映画の活用

②ミニテストおよびそのフィードバックの Google Classroomでの実施

③自己の学び・質問等を自由記述のリアクションペーパー課題

④個々のリアクションペーパーへのコメントのフィードバック

⑤高評価リアクションペーパーの共有

①教材として映画の活用

　初回ガイダンスで学習の見通しを提示した。図 5は，ガイダンスで活用した授業スライドで

ある。本授業では，映画を活用

して英文法を学ぶという点が動

機づけを促進すると考えた。事

前調査では，英語の映画視聴で

「よく観る」と回答した学生が

20％に満たない実態が明らかに

なった。この点において，英語

の映画の「見方」や映画を活用

した「学び方」を，授業を通し

て体験することで，個別での学

修や生涯学習につなげることが

できるのではないかと考えた。

②ミニテストおよびそのフィードバックの Google Classroomでの実施

　授業では毎回，前時の重点学習文法事項に関して，文法テキスト（川崎他，2017）の付録の

図 5　初回授業で示したスライド
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例文集（図 6）からミニテスト（図 7）を実

施した。継続的な学修の習慣づけや学修成果

を可視化しやすいミニテストを実施すること

も個別最適な学びの成果を可視化し，動機づ

けを向上させるきっかけとなると考えた。

　また，Google Formsを活用することで，記

述問題を除いては自動採点ができるため，学

生が映画を視聴している際に，記述部分を教

師が採点することで，授業内に採点結果を

フィードバック（図 8）できるという利点が

ある。この即時性は学生からも好評であった。

表 1は，ミニテストの平均点と中央値の結

果である。得点率の推移を見てみると，初め

の数回と比較して，中盤から終盤にかけては，

結果が向上し，安定をほぼ維持しているのが

わかる。

図 6　ミニテストの範囲となる例文集

図 7 Google Forms活用のミニテスト

図 8　ミニテスト結果のフィードバック
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③自己の学び・質問等を自由記述のリアクションペーパー課題

　学生は授業後には毎回リフレクションペーパーを提出することになっている。内容は，自分

の学びの整理（図 9）や質問（図10），感想等，多様である。このリアクションペーパーこそが

個別最適な学びを具現化する重要な課題であると考える。

A）学びの整理

表 1　ミニテスト平均点・得点率推移

回 範囲 平均点
（点）

配点
（点）

得点率
（％）

1 分詞 16.7 30 55.6

2 態 20.8 30 69.3

3 助動詞 20.6 30 68.6

4 仮定法 18.0 30 60.0

5 進行形 26.4 30 88.1

6 関係詞 25.7 30 85.7

7 完了形・比較① 34.2 40 85.6

8 比較② 25.2 30 84.0

9 不定詞① 28.2 30 93.9

10 不定詞②・動名詞 35.1 40 87.7

11 動名詞と不定詞 20.5 30 68.2

12 否定 32.7 40 81.8

図 9　リフレクションペーパーの例①「学びの整理」
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B）質問

④個々のリアクションペーパーへのコメントのフィードバック

　学生によって提出されたリアクションペーパーには目を通して，コメントをつけ返却をした

（図11）。このコメントが楽しみだという学生もおり，個に応じた対応が動機づけを高める一つ

の要因であると考えられる。個別最適な学びの創出においては，自己の学びが自己内のみに閉

じないようにする工夫も必要であり，その意味においてフィードバックが必ず得られるという

図10　リフレクションペーパーの例②「質問」

図11　リフレクションペーパーにコメントをつけてフィードバック
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のは個の学びを深めることに貢献した可能性が高いと言える。

⑤高評価リアクションペーパーの共有

　評価の高いリアクションペーパーは Google Classroomを通して受講者全員に共有すること

で，自身のリアクションペーパーへの取組を振り返ったり，他者の取組からの学びを得たりす

ることを期待した（図12）。

　リフレクションペーパーにおいて評価が高

いものは，場面の状況分析・考察，自分の感

想，生活経験との関連づけ，一般化と自分の

意見，各場面のタイトルと関連づけた内容の

考察，文法事項の整理，英語での自己表現等

が充実しているという特徴があった。図13は

そのような点において評価が高く，受講者全

員に共有されたペーパーの例である。

4 ．方　　　　　法

（1）対象

　私立大学生「英文法Ⅱ」受講者27名（主に 1年生， 2年生以上 3名）に，後期全15回で，前

述の通り授業を実施。

（2）分析対象

　以下の対象に分析を行い，学生の学びへの動機づけの促進効果を検証する。分析の対象とし

たのは24名分のリアクションペーパー，リフレクションペーパーである。

①授業時間後に取り組むリアクションペーパー課題（以下の 5回分）

図12　評価の高いリフレクションペーパーの共有 図13　高評価のリフレクションペーパー例
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　○第 1回：初回でガイダンスのみ実施

　○第 2回：映画を視聴した初回

　○第 8回：およそ中間回

　○第12回：第11回授業終了後，高評価リアクションペーパーを全員に共有した直後

　○第13回：映画を視聴した最終回

②授業最終回に実施したリフレクションペーパー課題

（3）分析方法

①分析対象 5回分のリアクションペーパー

　○文字数の変化の検証・比較

　○コメント内容のコーディングにより抽出したコード数のカウント

　○コメント内容のコーディングからカテゴリーの生成

②授業最終回に実施したリフレクションペーパー

　○質問紙調査の数値の検証

　○自由記述コメントから映画活用の意義の抽出

5．結 果 と 考 察

　各対象を分析した結果および考察を示す。なお，考察の方向性は以下の通りである。

○毎回のリアクションペーパーからは，質・量両面での変容を見とる。

○最終回の質問紙調査数値からは，教師の工夫点・意識への満足度をつかむ。

○最終回リフレクションペーパー自由記述コメントから抽出されるキーワードからは，教師が

工夫として実践したねらいが学生の期待に沿うものとなったかをつかむ。

（1）分析対象 5回分のリアクションペーパーの記述

①リアクションペーパーの文字数の変化・増加率（表 2）

　分析対象のリアクションペーパーからは，質・量両面での変容を見とることができた。量的

には，表 2に見られる平均文字数の増加からは，「個別最適な学び」の成果を表現したくなる欲

求の高まりや話題の拡大が示唆される。特に，第11回終了後に共有した評価の高いリアクショ

ンペーパーは，学生のリアクションペーパー取組への動機づけの高まりを促進したようであっ

た。
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②コメント内容のコーディング・カテゴリー化の結果（表 3・図14）

　質的には，表 3のコード数の変化からわかるように，記述の表現内容に多様化の傾向が見ら

表 2　リアクションペーパーの平均文字数・増加率

授業回 抽出した理由 平均文字数（字）

1回目 初回でガイダンスのみ実施 148.87
2 回目 映画を視聴した初回 225.10
8 回目 およそ中間回 307.88

12回目 第11回終了後に評価の高いリアクションシート
を本人の了解を得て全員に共有した直後 462.65

13回目 映画を視聴した最終回 541.46

8 回目と12回目を比較した増加率（％） 153.19
2 回目と最終回を比較した増加率（％） 279.29
初回と最終回を比較した増加率（％） 521.68

表 3　コメント内容のコーディング結果

上位項目 下位項目 1回目 2回目 8回目 12回目 13回目

A 自己の学習状況への客観
的な評価

1 現状把握 10 8 4 0 1
2 省察 6 3 14 19 16
3 達成評価 0 3 8 0 4
4 課題 1 6 5 0 1
5 成長実感 0 0 1 3 5
6 価値づけ 0 0 0 0 1

B 学習に誘発された自己
（内面）の表出

7 感想 10 14 11 18 19
8 気づき 1 2 2 3 3
9 質問 2 1 2 2 3
10 疑問 0 1 2 0 1
11 要望 1 0 0 0 0
12 自己経験との結びつけ 0 0 0 1 2
13 意見 0 0 0 1 1

C 学習事項に関する内容 14 学びの整理 0 0 7 9 5
15 新たな学び 0 2 8 9 10
16 場面分析 0 0 2 4 6
17 自己学習 0 0 2 2 3
18 自己の英語学習方法 0 0 1 0 1
19 学びの活用 0 0 0 0 2

D 学習意欲の表出 20 抱負 19 14 20 20 18
21 動機づけ 0 0 1 1 3

各回で抽出されたコードの平均数 2.17 2.57 3.75 4.00 4.38
各回で確認されたコード分布数 8 10 16 13 20
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れた。これは，個々の学習の広がりと深まりが反映されたもの，つまり「個別最適な学び」の

充実が示唆される。リアクションペーパー課題への取組の初期は，自己の英語力の現状把握，

感想，抱負に関する記述が大半であったが，後半になると，自らのミニテスト結果やリスニン

グの出来具合を省察・分析する記述や，新たな学びや自己の学びを整理・活用するものも見ら

れるようになった。このことから，学生自身が個の学びの深まりや価値を見出すことができる

ようになったと言えよう。

（2）授業最終回の課題であるリフレクションペーパーの結果

①質問紙調査部分の実践への評価平均値結果（表 4）

表 4は，筆者による学生の学びへの動機づけを高めるための実践についての 5点満点評価の

平均値結果である。概ね肯定的な評価が得られており，効果のある課題として機能したと考え

られる。しかし，学生の中には，設定したテキストやミニテストの出題に関して，自己の学力

との差に苦を感じた者もいたようであった。

表 4　質問紙調査（学びへの動機づけを高める実践について）の評価平均値結
果（ 5点満点）

1 授業で活用したテキストの難易度や取り組みやすさ 3.85

2 授業の流れ（パターン）の取り組みやすさ 4.22

3 映画作品を英語学習に活用したことの意義・価値 4.44

4 映画作品を活用したことによる動機づけ 4.41

5 リアクションペーパーへのフィードバックによる動機づけ 4.19

6 基本例文を学習するミニテストの意義・価値 4.11

図14　 4つのカテゴリー（上位項目），21のコード（下位項目）
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②自由記述から抽出した授業への映画活用の意義

　以下に学生が感じた授業での映画活用の意義を示す。

〈動機づけとしての意義に関する記述〉
・楽しんで英文法を学ぶことができ，学習への動機づけとなる
・楽しみながら学べるので，学習を長く続けたり集中して取り組むきっかけとなる
・授業外でも英語で映画を見るきっかけとなる
・自然と意欲的に学習に取り組むきっかけとなる
・映像を観て理解できるので，理解できた自分への自信につながる
・英語表現や異文化，考え方に理解を深める，興味を持つきっかけとなる
〈英語力の向上への意義に関する記述〉
・自然と英文法が身につくきっかけを得ることができる
・生きた英語・自然な英語・リアルな英語の表現や構造を学ぶことができる
・実際の英語使用場面（表情やリアクション）を見て，文法理解が深まる
・英文法だけでなく，発音やリアクションなども学ぶことができる
・ 4技能を向上させることができる

・映画で使われている文法や表現を活用して，discussionをすることができる

　これらはいずれも筆者の意図と合致している。具体的には，「動機づけ」「きっかけ」「意欲

的」「自信」といったキーワードからは，学生の動機づけに少なからず貢献したことが考えら

れ，動機づけとしての意義が見出される。また，「自然と身につく」「生きた／自然な／リアル

な英語」「実際の英語使用場面」「実際に使われた表現の活用」「発音」「リアクション（表情）」

「 4技能の向上」といった記述からは，英語力向上への意義が見出される。授業と課題を通し

て， 4技能の学習を網羅したことで，英語の「真正性のある（オーセンティックな）学び」や

「教科の本質的な学び」を学生が感じられた可能性も示唆される。

（3）最終リフレクションにおける授業全体に関する記述

　最終リフレクションペーパーでの授業全体に関する記述から 5名分を抽出し，考察する。

① Aさんの記述
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Aさんの記述からは，英文法への意識の変化（ネガティブ・ストレスだったものから，自ら

文法書を開くという意欲的・主体的な姿勢への変化），目的や意義の理解，リスニング力の伸び

や自らの成長実感（学びに向かう姿勢の向上），英語のみならず社会的な事象の学びから英語の

学びの多様性と効果の実感，本授業が英語学習の足場かけ的存在となったことが読み取れる。

② Bさんの記述

Bさんの記述からは，再履修での映画活用授業への意識の変化・意味の理解，リアクション

ペーパーとミニテストの価値実感，学習方法や習得の実感，ミニテスト結果の共有やリアクショ

ンペーパーへの教員のコメントによる動機づけ，学習事項の活用，英語学習への意欲が読み取

れる。
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③ Cさんの記述

Cさんの記述からは，英語力の獲得の実感（中高時代との比較），理解できた感動，ミニテス

ト・リアクションペーパーの存在意義，文法への新しい発見，リアクションペーパーへの記録

の意義と価値・モチベーション（課題の発見，成長点・学び等の可視化・ポートフォリオ的役

割）を読み取ることができる。

④ Dさんの記述
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Dさんの記述からは，自ら予習や復習に取り組むようになった主体性や自律性（映画が動機

づけ），意欲（リアクションペーパーが動機づけ），リアクションペーパーで自分の苦手や課題

の可視化，ミニテストの平均点や誤答の解説の共有による動機づけ，英語学習の楽しさ実感と

目的理解（映画が題材），生の自然な英語表現・会話，多くの気づきを見出すことができる。

⑤ Eさんの記述
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Eさんの記述からは，ミニテスト取組の工夫と効果（学習方法の見直し・改善）の実感を通

して，英語での初めての成功体験を獲得できたことやノートテイキングの工夫と効果が他場面・

授業での活用での有用性につながり感動したこと，クラスメイトの存在による動機づけ（ディ

スカッション交流），初めての自発的な期末試験のやり直しを通して，考え方の変化と実践して

いる自分への自信が感じられたこと，洋画や音楽を学習継続に活用する意義，振り返る学習の

意義，自己の成長の捉え・見つめ直しが見出される。

　以上の 5名の学生のリフレクションも含めた自由記述からは，本授業実践のねらいとなるキー

ワードや記述が多く抽出された。例えば，英文法の授業での映画の活用，ミニテスト，リアク

ションペーパー，フィードバックコメント，テスト結果共有等である。これらより，本実践に

おいて学生の「個別最適な学び」への動機づけを促進する実践が機能し，効果を生んだ可能性

が示唆された。

6．成 果 と 課 題

　本実践における成果と今後の課題を示し，本研究の総括とする。

（1）成果

　本実践では，学生たちが現在も含め将来的に，生涯にわたって自律的な学習（修）者として

学び続けることを期待し，そのために必要な資質・能力の育成を企図した課題を大学英文法の

授業を通して提供することを試みた。それは，生涯学習として英語を学び続けること，あるい

は他の外国語を学ぶことに挑戦することへと発展・転用される資質・能力育成の種まきである

とも考えている。生涯学習は自身の興味・関心に合わせ，自ら主体的に学びを切り拓き，その

学びを継続して深めていく過程であると言えよう。その過程を充実させるためには，個の学び，

本研究の趣旨に従えば「個別最適な学び」は切っても切り離せない，必須となる考え方であり，

実践である。こうして，その「個別最適な学び」の創出に焦点を当て，その学びへの動機づけ

の促進について検討できたことは意義深い。以下に，学生が英文法の授業を通して，「個別最適

な学び」への動機づけを高めるために試みた 5つの実践に対応する形で成果を述べる。
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①題材として映画を活用

　題材・教材として英語の映画を活用したことは，学生を英語の世界や英語の映画の世界に誘っ

た，扉を開いたという点において成果があったと言える。学生の実態を見ると，英語の映画は

遠いところにある存在であったが，本授業を通して，「初めて一本の英語の映画を観た」や「自

分でも英語の映画を吹き替えなしで観るようになった」「英語の音楽も聴くようになった」な

ど，外国語学習における「個別最適な学び」の新たなオプションを学生は獲得したことになる。

②ミニテストおよびそのフィードバックの Google Classroomでの実施

　「個別最適な学び」はともすると内に閉じる可能性もある。しかし，その学びの成果を確認す

る意味でのミニテスト，定期的に実施されるペースメーカー的存在としてのミニテストは，「個

別最適な学び」をより意味あるものとして，その学びの過程に意味づけをする一つのツールと

なりうる。また，授業内での即時フィードバックは，記憶が新しいうちにか確認をすることが

できた点において，間違った部分の印象付けに貢献したようであった。さらに，毎回の平均点

や中央値をコメントととともに共有することで，他者の取組から刺激を受けた学生も多くいた。

この点においても，「個別最適な学び」への価値づけができたものと考える。

③自己の学び・質問等を自由記述のリアクションペーパー課題

　このリアクションペーパーはまさに「個別最適な学び」の極みのような存在であると考える。

自分の裁量で記述する内容も分量も決め，自由に作成することができる課題である。この課題

をうまく活用した学生は，自己の学びを広げ深めていった。また，このペーパーには，学生の

授業内容へのリアクションの視点が多様に現れ，そこには自らが確立した学修方法させ反映さ

せているものも見出された。これらの意味において，本課題の価値は大きく，意義のあるもの

であったと考える。

④個々のリアクションペーパーへのコメントのフィードバック

　リアクションペーパーは，「個別最適な学び」を創出する学生と，ある種の学びの伴走者的存

在である教員との対話のステージであると考えられる。その意味において，教師によるコメン

ト返却は学生が投げてきたボールを取って投げる営みであり，このキャッチボールを楽しんで

くれたことは意義深い。「個別最適な学び」を充実させる一つのアクセントやエッセンスになっ

た可能性が示唆される。
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⑤高評価リアクションペーパーの共有

　評価が高いリアクションペーパーの共有により，他者の成果物にふれることで，刺激を受け，

学びを得て，自己の取組にも反映させる様子が見て取れた。事実として，共有後のリアクショ

ンペーパーにおいて質的・量的両面において向上が見られたことから，この共有という行為に

は「個別最適な学び」を駆動させる大きな意義があるものと考えられる。

　この他にも，筆者は，動機づけを高めるべく，ポイントを提示しながらほめたり，学生に肯

定的評価や意味付けや価値づけを与えたりすることを意識的に行ってきた。これらについての

検証は今後の課題としたい。

（2）課題

　今後検討すべき課題として，授業で扱う映画題材のテーマやジャンルの適切性がある。この

テーマやジャンルが学生の英語学習への動機づけをいかに左右するのかについても検証してい

きたい。さらに，第二言語習得のプロセスに適った流れをより意識した授業コンテンツの開発

とその効果測定等に尽力し，英文法への苦手意識という壁を良い意味で壊していけるような授

業や課題を創っていきたい。
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